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１月７日（日）、町公民館で二十歳を祝う会が行われ、二十歳となった 34 名が大人としての一歩を
踏み出しました。
会では、二十歳を迎えた参加者１人１人の名前が読み上げられ、代表して橋本滉生さん（上山上）、

佐川颯輝さん（下松川）に二十歳の証書と記念品が贈られたあと、岡部町長から「強い自覚と誇りを
胸に改めて人生の目標を見据え、夢の実現に向け挑戦を続けてください」との式辞がありました。
また、誓いのことばを大竹美穂さん（下山上）が述べ、二十歳を迎えた方からの記念品が根本英さ

ん（鎌田）から岡部町長へ手渡されました。
記念行事は、二十歳を祝う会実行委員会が主催で行われました。二十歳を迎えた参加者１人１人が、

ステージ上で近況報告と小・中学校の思い出を発表し、会場を盛り上げていました。
終了後、参加者は小学６年生当時のタイムカプセルを開封し、思い出の品の数々に当時の懐かしさ

を感じていました。
晴れ着に身を包み、二十歳を迎えた参加者は、久しぶりに会う友人や恩師と写真を撮ったり、話に

花をさかせたりしながら楽しんでいました。二十歳を迎えた皆さまおめでとうございます。
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▲二十歳の証書と記念品を受け取る橋本滉生さん ( 左 )、佐川颯輝さん ( 右 )

▲記念品を贈呈する根本英さん ▲近況報告と思い出を発表する参加者
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▲恩師と記念写真 ▲タイムカプセル開封

本日は、二十歳を迎えた私たちの門出に、このような盛大な会
を開催していただき、誠にありがとうございます。そして、町長様、
町議会議長様並びにご来賓の方々から、お祝いの言葉、励ましの
言葉をいただき、参加者を代表して心より厚く御礼申し上げます。
今日、私たちが笑顔で「二十歳を祝う会」を迎えることができ

たのは、恩師や地域の方々、そして今日まで支え励ましてくれた
家族のおかげです。これからは、お世話になった方々に恩返しするつもりで、模範となるような
社会人を目指していきたいと思います。
現在は、新型コロナウィルスも落ち着きを見せ、制限も緩和されました。徐々に出来ることも

増え、以前と同じ生活に戻りつつあります。コロナ禍では、日常の当たり前が当たり前でないこ
とに気づかされました。この経験を生かし、大人として日々の生活を大切にしていきたいと思い
ます。
さて私は、現在、専門学校に通っており、４月からは社会人の仲間入りを果たします。就職活

動を行ってきた上で、社会人の厳しさや大変さを目の当たりにしました。そんな時、両親のあり
がたさと偉大さを実感しました。私もいずれは、人から誇れるような大人になれるよう努めてい
きたいと思います。
本日、生まれ育った古殿町で「二十歳を祝う会」を迎えられたことの喜びと、故郷での出会い

に感謝し、参加者代表の誓いのことばと致します。
最後になりますが、まだまだ未熟な私たちに今後、より一層のご指導、ご鞭撻のほど、よろし

くお願い致します。
本日は、ありがとうございました。

令和６年１月７日　　参加者代表 大竹　美穂

誓いのことば

上松川区　４名  　　竹貫区　４名　  　田口区　２名  　　鎌田区　１名  　　仙石区　  １名
　論田区　２名  　上山上区　４名　  下山上区　４名  　大久田区　２名  　下松川区　10 名　　

男 15 名　女 19 名  　計 34 名

令和６年　古殿町二十歳を祝う会に出席された人数
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古殿町消防団出初式

「火を消して　不安を消して　つなぐ未來」

▲ パレードで防火を呼びかける岡部統監、白川団長、消防団員

2023 年度　全国統一防火標語

消防庁長官表彰（令和４年度退職消防団員）

˓１߸ۜഋ ஂݩ ੜాҰʢ ח ా ʣ

˓２߸ۜഋ ɹݩ෦ ી ࠜ ਅ थʢ  ؏ ʣ

ɹݩ෦ ਫ  େ ެʢ্দʣ

ɹݩ෦ ԕ ౻ େ（্দ）
ɹݩ෦ ਫ   ʢԼদʣ

ɹஂݩһ ླ ɹ Ұ णʢԼদʣ

▲ 通常点検の様子

▲ 表彰を受ける生田目さん

ɹ１݄̓ʢʣɺ２ͿΓʹݹ఼ொফஂग़ॳ͕ࣜ
Ϳ͞ΊΞϦʔφͰߦΘΕɺ�ফஂһ �4� Ճࢀ໊͕
͠ɺࠓ１ͷແՐࡂͷ͍Λ৽ͨʹ͠·ͨ͠ɻ
ɹ௨ৗݕΛ͍ߦɺԬ෦౷͔Βʮ௨ৗྑݕͰ͠
ͨʯͱߨධޙࣔ܇ɺനஂ͕ࣔ܇Λड़·ͨ͠ɻ·
ͨɺྩ̐ୀ৬ফஂһʹରͯ͠ফிදজ
ͷํ͕දজ͞Ε·ͨ͠ɻهΘΕɺԼߦ͕
ɹࣜయޙɺͿ͞ΊΞϦʔφ͔Β͓;͘ΖͷӺ·Ͱͷ
ؒͰফं྆ʹΑΔύϨʔυΛ͍ߦɺՐΛݺͼ͔͚
·ͨ͠ɻ

（敬称略）
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�2 ݄ 2� ʢՐʣɺ৽۠͘͠ɾߦࣄਪਐҕһʹ໋͞Εͨ𠮷ా͞ΜʹԬ෦ொ͔Βҕঢ়͕ަ
͞Ε·ͨ͠ɻ
𠮷ా͞Μͷظྩ̒１݄１͔Βྩ݄̓̏ �� ·Ͱɺ۠ͱͯ͠ߦશൠʹΘͨΓொͱ

ҬΛͭͳ͙ۀͱߦࣄਪਐҕһͱͯ͠ۀৼۀڵʹ͖͍ͩͨ͝ྗڠ·͢ɻ

田口区の区長・農事行政推進委員に
𠮷田育市さんを任命

令和５年度第76回全国高等学校バスケットボール選手権大会
（ウインターカップ2023）・第18回東北高等学校女子ソフト
ボール選抜大会出場選手激励会及び報告会

藁谷菊治さん（論田）から
 門松の寄贈

町の

できごと

町

�2 ݄ 2� ʢʣ͔Β౦ژͰ։͞࠵Εͨྩ̑
ୈ �� ճશߴࠃֶߍόεέοτϘʔϧબखݖେ
ձʢΠϯλʔΧοϓ 202�ʣʹग़ͨ͠ึੵඒ࡙͞
Μɾඒ͞ࡩΜʢౡ౦ྕߴֶ２ߍʣͷܹྭձٴ
ͼ �0 ݄ 2� ʢʣ͔ΒݝܗࢁͰ։͞࠵Εͨୈ �� ճ
౦ߴֶࢠঁߍιϑτϘʔϧબൈେձʹग़ͨ͠
ձ͕ɺࠂ１ʣͷใߍֶߴอླྀ།͞ΜʢനՏѴٱ
�2 ݄ 2� ʢʣʹͰ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
ɹᬑڭҭ͔Βܹྭ͕ۚͦΕͧΕख͞Ε·ͨ͠ɻ
ɹึੵ͞Μɾٱอ͞ΜେձͰ࿅शͷՌΛൃش
༂͠·ͨ͠ɻ׆͠

▲ 左から渡邊教育長、穂積さんの母・智美さん（鎌田）、久保木さんの母・香さん（下松川）

ɹ�2 ݄ 2� ʢਫʣɺ୩࣏͞٠Μ͕ʹདྷி͞Εɺ
ࣗ͝Ͱ͞࡞Εͨਖ਼݄০ΓͷদΛدଃ͍͖ͨͩ
·ͨ͠ɻ
ɹ୩͞ΜͷদͷدଃɺࠓͰ̐ʹͳΓɺ
લʹ০Β͍͖ͤͯͨͩɺདྷிऀؔݰਖ਼໘ࠓ
৬һͷΛָ͠·ͤͯ͘Ε·ͨ͠ɻ

▲ 藁谷菊治さんと立派な門松 

◀㖊田育市さん

◀ 辞令交付の様子
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12 月 20 日 ( 水 )、古殿中学校３年生による

中学生議会が役場議場で開催されました。
この中学生議会は、社会科授業の一環とし

て町の活性化について提言するものとして行
われています。
議会では、３年生を代表した 10 名の生徒

が一般質問を行い、町の環境整備や観光、商
業など様々な内容が提言されました。

中学生議会 Q ＆ A
◀︎中学生議会を経験した３年生

越代の桜まつりを活発にするために、①花（菜の花）などを桜付近に植える、②屋台を増やす、③ライトアッ
プの規模をさらに大きくする検討をしてはどうか。

「越代の桜まつりを活発化する」薄井　環太質

①現在も越代の桜周辺にはチューリップや水仙、芝桜などが植えてあり、来場者の目を楽しませていま
す。花の種類に関しましては、菜の花等を増やすことも１つの考え方であると思います。②越代のサクラ

まつりでは、来場者は約 5,000 人となっており、屋台は地元の方が３軒ほど開いております。また、その運営
は、「越代のサクラまつり実行委員会」が行っているところでありまして、貴重なご意見として実行委員会に
伝えたいと思います。来場された皆さんは、帰りには道の駅に寄っていただけるような流れがあると思って
おります。③規模を大きくすれば更にきれいな夜桜として見ることができると思いますが、越代の桜は古い
木であり、以前に樹木医の方に見ていただいた際、強い光は木を痛めてしまう恐れがあるという指導もあっ
たことから、木に負担をかけない現在の規模になっているところであります。なお、今後の対応の中で、樹
木医の先生に確認をさせていただきたいと思います。

答

町のみんなが安心して暮らせるように街灯を各地区に４本から 10 本の設置をするのはどうか。
現在、古殿町内には古殿町が管理している防犯灯が 223 基あり、そのほか行政区や企業・個人の方々
が設置している街路灯があります。防犯灯を設置する際は、設置基準に照らし合わせて場所を検討、設

置しています。各行政区長などから要望を受けこれまで設置してきました。近年は東北電力さんなどから
寄付をいただいた器具を取り付けていますが、令和４年度には寄付をいただいた器具を松川地区に１基、
山上地区に２基取り付け、その数を増やしています。また、安全・安心のため、令和４年度には防犯灯の
ＬＥＤ化事業を実施し、明るい防犯灯となりました。行政区においても、宝くじの収益を財源とした県の
サポート事業による助成を受けて街路灯のＬＥＤ化により明るい地域づくりが進められています。今後は、
議員ご提案の町のみんなが安心して暮らせるよう、財源を確保しながら防犯灯などの設置に前向きに取り
組みたいと考えております。

「町のみんなが安心して暮らせるような街灯を設置すること」　松本　碧空

答

質

台風 19 号災害での復旧箇所は、該当箇所は対応済という認識ですが、道路の除草、清掃等と合わせて
適時対応したいと考えています。

 町民が道路を安全に利用するために、台風 19 号時に壊れた道路の整備をしてはどうか。費用の面で課題
があれば、道路からはみ出している草や、道路に落ちている枝などの撤去をしていただきたい。

「町の交通をよくする」　佐川　弥智

答

質
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「小中学生や高校生、高齢者など年齢や性別を問わず、町民全員が利用可能なバスを運行
すること」　鈴木　理央

議員ご提案の内容は素晴らしいものだと捉えております。まずご理解いただきたいのは、現時点でス
クールバスは小中学生のみが乗車できる運用となっておりますが、町民全員が利用可能とすることは重

要な考え方だと思います。今あるシステムを有効に活用することは、効率化にもつながることから、さらに
検討が必要だと思います。現在町では路線バスや福祉バス・へき地バス、スクールバスを含めた中において、
公共交通の最適化に向けた検討を行っているところです。今後、１つの運行形態に対して、議員ご提案のよ
うな、そうした仕組みづくりは重要なことだと思います。今回の質問に当たって、まずご理解いただきたい
のは、スクールバスはスクールバスでなくては運行できないような状況になっておりそれを超えて全体的な
中において検討を進めているところでありますので、ご理解をいただきたいと思います。

スクールバスを小中学校や高校生、高齢者など年齢や性別を問わず、町民全員が利用可能なバスの運行を
することはどうか。

質

答

 　町の SNS を拝見した際、「若い人が興味を持ちづらい投稿」、「キャッチーな内容がない」などという意
見があったので、SNS の質の向上や活性化させ町の発展につなげるのはどうか。
町のＰＲに「やぶさめくん」などのキャラクターを案内人にすることや、踊っている動画の配信など
のアイデアについては、今後の運営において参考にさせていただき、皆さんが興味や関心が持てるよう

なＳＮＳにしていきたいと考えます。また、中学生の皆さんが毎年行っている職場体験の中で、アイデアを
生かしたＰＲ動画を作っていただくことも可能であると考えますので、後輩、もしくは皆さんがその動画づ
くりにも参加いただければありがたいなと思います。

「ＳＮＳの質をあげ、活性化させる」　根本　絆質

答

　町を活性化させるために、元大原小学校の大きい土地を利用して「ショッピングセンター」を建設する
ことはどうか。

議員ご指摘のように使われていない土地を活用し、ショッピングセンターなどに大手チェーンなどが出
店すればありがたいことではありますが、経営の採算なども考えると難しいのではないかと考えます。ただ、

いくつかの店舗を集約し、そこに子供たちが遊べるような施設もできれば活性化につながっていくのではない
かと考えます。また、元大原小学校跡地をショッピングセンター等に利用することについては、立地条件等を
考えると難しいのではないかと考えます。

「町を活性化させる『ショッピングセンター』を建設する」　渡辺　莉瑚質

答

 　お互いが交流を深め、関係を築きあい、支え合える町作りをしたいと思ったので、①やぶさめアリーナ
などの公共の施設を利用しイベント実施、②芋煮会など一緒に食事をできる場の提供で、お年寄りと若い
世代がふれ合える場を設けるのはどうか。

「お年寄りと若い世代がふれ合える場」　矢内　優菜

①お年寄りが得意とする「しめ縄教室」など、小規模ながらイベントは開催されていますが、若い世
代の参加は残念ながらありません。グラウンドゴルフなど老人クラブで取組んでいるスポーツもありま

すので、今後触れ合える機会を検討したいと考えます。②「芋煮会など、一緒に食事をできる場を設ける
こと」については、各地区の運動会の反省会などがその役割を担ってきましたが、イベント開催と合わせ
て検討したいと考えます。議員ご提案の背景にはコロナウイルスの影響により、町や各地区で行われてい
たイベントがほとんど中止となり、触れ合える機会の減少に拍車をかけている現実があると認識しており
ます。今後、町としましてもコロナ禍以前の状態に早く戻せるよう努力してまいりますので、議員ご提案
の内容については参考にさせていただきます。

質

答

中学生議会 Q ＆ A
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（第１問）町負担の教育について、①ブリティッシュヒルズ研修を中学２年の時に行う、②漢検などの公
費で行われる検定を希望者のみで行う、③３年生の放課後学習会をなくすことを検討してはどうか。 
（第２問）中学校の設備を新しくすることについて、① ICT 機器を効率的に使える環境整備、②あいさつ

坂の整備をするのはどうか。
（第１問）①現在は、小学校５・６年生においても英語を学ぶようになり、十分な英会話ができなくても、
中学校での早い段階で、異文化体験をすることは、広い視野を持つ良い機会になるものと考えており、引き

続き中学１年での研修を実施し、皆さんにとって良い機会になってほしいと願っております。②英語検定と漢字
検定は全員を対象に、昨年度から始まった数学検定は希望者を対象に１回公費で支援しています。議員ご指摘の
ように全国共通の期日で実施しているため、古殿中学校の定期テストや部活動の大会等で忙しかったりして、勉
強することが大変なこともあったのかと思います。そういう中で、全国共通の検定試験に挑戦することは、自ら
主体的に学ぶことで古中生の学力向上及び進路希望の実現に繋がるものと考え、引き続き英語検定、漢字検定は
全員で努力していただき、数学検定は希望者を対象に公費で支援していきたいと思いますので、ぜひ皆さんの進
路や夢を叶えていただければと考えております。③受験の期日が迫ってきて、進路については大変な時期だと思
います。放課後学習会は３年生の皆さんの進路希望の実現を第１の目的として実施しております。この学習会を
始めた頃は学習意欲が低かった人もいたのではないかと思います。しかし、受験日が近づけば、決まった学習機
会があるという事で、必然的に勉強する時間が確保され、放課後の時間を有意義に活用できると考えます。引き
続き、３年生の放課後学習会は、進路希望の実現を目的として実施してもらい、町としては公費で支援していき
ますので、大変な受験勉強を頑張ってほしいなと思います。
（第２問）①今年度、ＩＣＴを使用した授業で不具合やトラブルがあった事例については、学校内ネットワー
クで改善できる場合と通信事業者が大規模に配線工事を行わなければならない場合の２つがあると考えておりま
す。その都度、調査を進め、不具合解消に努めて、皆さんの学習が進めやすいようにしていきたいと思っており
ます。また、プロジェクターが一体になった黒板の導入については、すでに、導入しているメリットの多い電子
黒板の利用を考えております。というのは、皆さんは「未来の教室」ということで、授業の研究公開を行いまし
た。その時には移動式の電子黒板を教室に３台設置して、全ての画面が違った画面になっていたと思います。そ
うすることで皆さんの教科の理解を少しでも助けるというメリット、そういったものを考えて、現在設置されて
いる電子黒板等を活用して学習を進めていただければと思います。②あいさつ坂の整備におけるご指摘の点につ
きましては、その通りだと思います。道路状況等をよく点検し対応していきたいと思います。

「町負担の教育」「中学校の設備を新しくする」　水野　涼雅

答

質

 　古殿町には水道が通っておらず、山水を使っている家庭がまだあるので、希望する家庭に水道を通す「山
水から水道水へ！大作戦」を行ってはどうか。また、水道を通すのが難しい場合には、年に１度の山水の
水質検査を行ってはどうか。
現在町では、おおむね仙石から下松川を通るいわき石川線沿いを簡易水道事業で水道水の確保を行い、
そのほか簡易水道以外の地区については、小規模集落給水事業において概ね 10 戸程度の集落、水源確保

事業で各戸毎の水道水の確保に対し事業展開を図っているところです。また、水質検査についても希望があ
れば、町において個別対応をしています。

「各家庭に水道を通す『山水から水道水へ！大作戦』」　菅井　花恋

答

質

使用しているトイレが壊れていたり、使われていないトイレが多いので、ふるさと納税の寄付型クラウ
ドファンディングを行うなどをし、中学校のトイレを改修工事することはどうか。

「中学校のトイレを改修工事する」 　長田　紗季

中学校は来年度創立 50 周年を迎え、校舎全体が老朽化していることは事実です。再度、トイレも含め
校舎の現状を把握しその都度整備していきたいと考えております。また、予算に関しても様々な提案を

いただきました。こうしたことも踏まえて皆さんがその考えに至っていただいたことは大変ありがたいこと
だと思います。

答

質

中学生議会 Q ＆ A
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ふくしま健民アプリ
古殿町バーチャルウォーキング
「古殿町の民話を巡る」

古殿町バーチャルウォーキング古殿町バーチャルウォーキング
「古殿町の民話を巡る」

古殿町バーチャルウォーキング
「古殿町の民話を巡る」

νϟϨϯδŋ
ϛογϣϯに
Ճしてࢀ
���̿ήοτ
しよう！

ࢴ఼ொのಡΈฉかͤのձʮ͋のͶʯとখதֶੜɺݹ　
しͨ࡞ՈとΠϥετϨʔλʔがίϥϘして࡞ډࣳ
఼ொ̔̐ᶳのΥʔΩϯݹ఼ொのຽΛ८るɺݹ
άίʔεができまし ！ͨόʔνϟϧでɺϦΞϧで
ことができますɻ͘ߦ
　子どୡがඳいͨおがݹ఼ொのどこに͋るの
か๚ͶてΈまͤんか？
　όʔνϟϧで࣌͘ߦはɺ;͘しま݈ຽΞϓϦΛεϚ
ϗにొΛしてから…ϦΞϧで࣌͘ߦはɺंにؾ
Λͭけてߦきましΐうɻ
఼ݹながらࣗવ๛かな͡ײ఼ொのʠいにし͑ʡΛݹ　
ொΛόʔνϟϧでϦΞϧでおָしΈͩ͘さいɻ

εϙοτ̒ɽ
 ʮాͨ͵きのߦʯ

εϙοτ̑ɽ
ࢁ্ ʮ্ޱࢁのおଂさまʯ

εϙοτ̐ɽ
のʯࢁʮೖಓޱా

εϙοτ �ɽ
ʮਆの৭ಓʯޱా

εϙοτ̎ɽ
ઋੴʮਆの৭ಓʯ

εϙοτ１ɽ
؏ʮおまんޅとখ౾と͗ʯ

εϙοτ１̌ ɽ
দʮחַとַݟඣʯ

εϙοτ̔ɽ
Լদʮখদのい΅ༀࢣʯ

εϙοτ̓ ɽ
େٱ ʮాݘࢁʯ

εϙοτ１̏ ɽ
Լࢁ ʮ্খྛฏ物hޠ ਆのᮓ ʯɦ

εϙοτ１̎ ɽ
Լࢁ ʮ্חַとַݟඣʯ

εϙοτ１̐ ɽԼࢁ ʢ্ٶچຊଜʣ
ʮʙຊҰの໗༽のଜʙ

　おらのଜに༽がͬてきͨʯ

εϙοτ̕ɽ
ԼদʮʮेޒཛྷఃҰ物ޠʯ

εϙοτ１１ɽ
Լࢁ ʮ্΅なΓੴઆʯ

ελʔτŋΰʔϧ
఼ொݹ

ཧηϯλʔ߁݈

;͘しま݈ຽΞϓϦはɺ͝ Ω
ϟϥΫλʔとҰॹに݈ͮ͘߁ΓΛ
;るΞϓϦέʔγϣϯですɻʮ͑ߦ
͘しま݈ຽΧʔυʯΛखにೖΕて
ಘΛήοτしましΐう！
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【教育目標】自ら学び　心豊かにたくましく生きぬくとともに　ふるさとを愛する児童の育成

古小だより

めざす子ども像

５つのいっぱい

＊本校の教育活動の様子は、ＨＰでも是非ご覧ください。

 収穫祭
ɹ̑ੜɺ͓͟Θ;͊ʙΉ͞ΜɺҬ͓͜͠
·͍ߦΛࡇͷօ༷ʹ͓ੈʹͳΓɺऩ֭ୂྗڠ
ͨ͠ɻࠓૡ͖ͷֶݟɺా২͑ɺҴמΓɺࠄͷମݧΛ͍͖ͤͯͨͩ͞·ͨ͠ɻࠓճɺऩ͓֭ͨ͠ถͰɺ
͖ͭΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ٩ͱӓͰͷ͖ͭશһ͕ମ͠ݧ·ͨ͠ɻग़དྷ্͕͓ͬͨɺ͖ͳคͱ͋Μ͜ʹ͍ͯ͠
͖ͨͩ·ͨ͠ɻ·ͨɺ͏ΔͪถɺͪถɺञถͦΕͧΕ͖͍ͩͨͯͤݟɺ৭େ͖͞ͳͲͷҧ͍ʹ͍ͭͯઆ໌Λ
͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ

ɹ͜ͲԂͷͧ͏ʢ̑ࣇࡀʣͷԂݹ͕ࣇ఼খֶߍ๚͠ɺ１ɾ２ੜͱҰॹʹ͓ͪΌ·
ͭΓΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ２ੜɺ͓ͪΌ·ͭΓΛ͏ߦʹ͋ͨΓɺήʔϜΛ̑ͭ४උ͠ɺটঢ়
νέοτɺόοάɺϓϨθϯτͳͲͷ࡞Λͱͯҙཉతʹ͍ߦ·͠
ͨɻɺসإͰ͘͞͠͠ɺΑ͘໘Λͯ͘ݟΕ·ͨ͠ɻ
ɹΈΜͳͰָ͘͠աͤ͝ɺ１ɾ２ੜɺͱͯେ͖ͳܑ͓͞Μɺ͓࢞
͞Μʹ͑ݟ·ͨ͠ɻ

 ふるどのこども園との交流学習

ɹ̏ੜɺࣾձՊͷֶशͰੴܯॺΛ๚͍͖ͤͯͨͩ͞·ͨ͠ɻॺһͷํ͔ΒɺύτΧʔ
ͷඋʹ͍ͭͯઆ໌͕͋Γɺͦͷޙɺं͍͖ͤͯͨͩ͞·ͨ͠ɻॺͷձٞࣨʹҠಈ͠ɺ
Ͳ͔ͨͪΒͷͨ͘͞Μͷ࣭ʹ͍͖͑ͯͨͩࢠΛ͍͖ͨͩɺ͓͍ͯͭʹࣄͷܯ
·ͨ͠ɻਓʑͷ͘Β͠ΛकΔͨΊʹಇ͘ܯͷํʑͷࣄͷ༷ࢠ͍ئɺۤ࿑ͳͲʹֶ͍ͭͯͿ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

 見学学習（３年生）

ɹʮͭͳ͕Γɹ͑͋͞͞͏ɹΈΜͳͷҬͮ͘ΓʯͷεϩʔΨϯͷͱɺશ֤ࠃͰࡀͨ͢
Ͱɺ�2ߍΘΕ·ͨ͠ɻຊߦ͕ۚื͍͚͋ ݄ �2 ʢՐʣʙ �4 ʢʣͷ̏ؒɺදҕһձ
͕த৺ͱͳͬͯืۚ׆ಈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ��22� ԁͷื͕ۚू·Γɺ�� ʢՐʣʹொࣾձڠࢱ
ٞձͷ৬һͷํʹ͝དྷ͓͖͍ͩͨߍ͠͠·ͨ͠ɻ

  心のキャリア教育 ～夢育成プロジェクト～
ɹ̑ੜɺ͍Θ͖ੴ੨ձٞॴ༷ʹ͓ੈʹͳΓɺʮ৺ͷΩϟϦΞڭҭʙເҭϓϩδΣΫ
τʙʯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ͍ Θ͖ੴ੨ձٞॴΑΓ２໊ͷํʹ͝དྷ͖͍ͩͨߍ·ͨ͠ɻ͜ ͷϓϩδΣ
ΫτͷझࢫΛઆ໌͍͍ͨͩͨޙɺເΛͭ͜ͱɺເʹ͔ͯͬྗ͢Δ͜ͱͷେ͞Λݩ+Ϧʔ
Ψʔͷ୩ଠ͕ࣗ͝ࢯͷମ͔ݧΒ͍͍ͯͨͩͨ͠ಈըΛࢹௌ͠·ͨ͠ɻᶃເͷ͚ͭݟ
ํɺᶄເΛ͑Δ·ͰɺᶅϓϩαοΧʔબख࣌ɺᶆࡏݱͷເɺᶇϝοηʔδͱ̑ͭͷ༰Ͱ͓Λ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
ͱͯڵຯ͕ͯ࣋ɺ۩ମతͰ͔Γ͘͢ɺઆಘྗ͕͋ΓɺࢠͲͨͪਅʹΛฉ͍͍ͯ·ͨ͠ɻ

 歳末たすけあい募金
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�2 ݄ �� ʢۚʣɺʮࢉܭίϯςετʯ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻ͜ͷ·Ͱʹɺ์
՝ޙͷֶशձճ΄Ͳ࣮ͨ͠ࢪΓɺϓϨίϯςετΛͨͬߦΓ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ
ϓϨίϯςετͷ݁ՌΛݟΔͱɺʮ͋ͱͰ߹֨ʯͱ͍͏ੜె͕ͨ͘͞Μ͍
ͨͷͰɺ߹֨Λͯ͠ࢦҰੜ໋ݒʹऔΓΈ·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺ߹֨ฏ
ɻຊ൪ͷ݁Ռ͕ϓϨςετΑΓྑ͔ͬͨੜె͕ͨͨ͘͞͠·্͕͠ۉ
Μ͍·ͨ͠ɻ̡ １ੜɿ�� ໊ɺ２ੜɿ�� ໊ɺ̏ੜɿ�� ໊ʳ੯͘͠߹֨
Ͱ͖ͳ͔ͬͨੜె͍·͕͢ɺ͕৳ͼͨͱ͍͏͜ͱɺؤுͬͨ݁
ՌʹදΕͨͱ͍͏͜ͱͰ͢ɻࣗ ʹࣗ৴Λͬͯ΄͍͠Ͱ͢ɻʮΕͰ͖Δʯ

ΛϞοτʔʹɺ͜Ε͔ΒؤுΒ͍ͤͨͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ
ੲ͔ΒݴΘΕ͍ͯΔΑ͏ʹʮಡΈɾॻ͖ɾͦΖΜʯɺߍߴೖࢼීஈͷςετʹݶΒͣɺʑͷतۀͰ
͏ֶͼͰ͢ɻʹ͚ͭΔֶ͖Ͱ͔ͬ͠Γʹ͚͍ͭͨͷͰ͢ɻͦͷͨΊʹɺίϯςετͷ͚ͩ࣌Ͱͳ͘
ఆظతʹ܁Γฦ͠෮श͢Δ͜ͱ͕େͰ͢ɻʹ͍͍ͭͯΔ͔Ͳ͏͔ΛࣗͰ֬ೝ͢Δश׳Λ͚ͭͯ΄͍͠Ͱ͢ɻ

古中だより「坂道」

「新生徒会役員」決定！
�2 ݄̓ʢʣɺʮྩ̒ੜెձһબཱڍձԋઆձɾථʯ͕ߦΘΕ
·ͨ͠ɻ�� ݄ͷऴΘΓ͔ΒݶΒΕͨؒ࣌ͷதɺ֤ީิऀͨͪબڍӡಈΛ
͍͋ͭ͞ճΓΛͨ͠Γɺனͷ์ૹࣨڭऀิީ֤ʹؒ࣌ɻேͷͨ͠·͍ߦ
ͰࣗͷެΛૌ͑ΔͳͲͨ͠Γͯ͠ɺ༗ऀݖͰ͋Δશߍੜెʹݺͼ͔͚
·ͨ͠ɻཱձԋઆձͰੜెͨͪʹͨ͜͠ͱͰ͕͢ɺબΕΔଆʹબΕ
͕ͨɺબͿଆʹબΜ͕ͩ͋Γ·͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺબΕ͔ͨΒऴ
ΘΓͰͳ͘ɺબޙͷੜెձʢຊ෦ʣ
ɺʮެ͕Ռͨ͞Ε͍ͯΔ͠ࢹಈʹ׆
ͷ͔ʯɺʮݹதྑ͘ͳ͍ͬͯΔͷ͔ʯ

ͳͲΛఆظతʹνΣοΫ͠ͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ
Ͱઌഐ͕ͨͪங্͖͛·ࠓͷੜెձһʹͳͬͨੜెͷΈͳ͞Μʹɺ࣍
ɺ͠ݱΓΛ࣮ͮ͘ߍֶ͢ࢦͱ౷ΛकΓͳ͕Βɺࣗͷެຊ෦͕࢙ྺͨ
৽ͨͳྺ࢙ΛࠁΜͰ΄͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
ͱථശΛ͓आΓ͠ࡌهཧҕһձΑΓථڍɺொબ͍͓ͯʹڍճͷબࠓ
ͯɺ࣮ࡍͷબڍͱಉ͡Α͏ͳܗͰ͍ߦ·ͨ͠ɻ࣮ࡍʹબݖڍΛͭͷ �� ڣΕ͕ڍΒͰ͕͢ɺੲ͔Βएऀͷબ͔ࡀ
Ε͍ͯ·͢ɻ�0 ޙɺ20 ޙʹࣾձͷத৺ͱͳΔࢠͲୡͷ͕࣌๛͔ͳࣾձͰ͋ΔͨΊʹɺࣾ ձՊͷतۀʢެຽʣ
Λ͡Ίɺ༷ʑͳ໘Ͱ࣏બڍͷؔ৺ΛߴΊΒΕΔΑ͏͍͖͍ͯͨ͠ͷͰ͢ɻ

めざす生徒像
 （知）自ら学ぶ生徒
 （徳）礼儀正しく思いやりのある生徒
 （体）心身ともに健康な生徒

�2 ݄̔ʢۚʣɺ１ɾ２ੜͰʮܳज़ؑࣨڭʯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻࠓɺ
දݱΛςʔϚʹͨ͠ʮ࡞μϯεʯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ࢝ΊϞδϞδ͍ͯ͠
ͳμϯεΛ൸࿐͍ͯ͠·ͨ͠ɻࣗͷؾݩޙ࠷ͲୡͰ͕ͨ͠ɺࢠͨ
ࢥ༿Ͱ͑Δ͜ͱ͕ଟ͍ͱݴࣈɺେจ࣌Δ͢ݱΛද͍ࢥͪ࣋ؾ
͍·͕͢ɺମΛ͏ͷදݱͷ１ͭͰ͢ɻຊߍͷ࣮ଶͱͯ͠ɺࣗݾද
ճͷࠓҙຯͰɺͨͬݴखͳੜె͕ଟ͍͜ͱ͕͋͛ΒΕ·͢ɻͦ͏͕ۤݱ
μϯεʹΑΔදݱɺຊߍͷੜెʹͱͬͯྑ͍ػձͩͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
ۀΛ͢Δͨ͘͞Μ͋Γ·͢ɻ１൪तݱදݾͷதʹɺࣗ׆ੜߍֶ
Ͱ͢ɻؒҧ͍͍ͬͯͷͰɺࣗͷҙݟ͑ߟΛେ͖ͳͰಊʑͱൃද

Ͱ͖Δͱߴ࠷Ͱ͢ɻͦͯ͠ɺͦͷΑ͏ͳ༑ୡΛೝΊɺশ͢ࢍΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔपΓͷੜెɻ͜ͷΑ͏ͳֶڃूஂ
ͷงғ͕͋ؾΔͱɺ１ਓͻͱΓ͕҆৺ͯࣨ͠ڭʢֶߍʣͰաͤ͝ΔΑ͏ʹͳΓɺʮࣗߠݾఆײʯʮࣗݾ༗༻ײʯ
ͷߴ·Γʹͭͳ͕ΔͷͰͳ͍͔ͱ͍ࢥ·͢ɻԹ͔ຯͷ͋ΔֶڃΛʹɺֶ͝ڃͱͷੑݸΛੜ͔͍͖͍ͯͨ͠
ͷͰ͢ɻ

芸術鑑賞教室

「計算コンテスト」終わる
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小
学
４
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子
25
m
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由
形
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位

曽
根

白
跳　
　

��
秒
4�

２
位

芳
賀

尚
紀　
　

2�
秒
�4

３
位

水
野

豪
紀　
　

��
秒
�4

小
学
４
年
女
子
25
m
自
由
形

１
位

石
井

希
歩　
　

2�
秒
20

小
学
５
年
男
子
25
m
自
由
形

１
位

矢
吹

悠
晴　
　

2�
秒
�4

２
位

矢
内

裕
斗　
　

��
秒
��

一
般
女
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

横
田

愛
子

2�
秒
0�

２
位

本
郷

孝
子

�2
秒
0�

３
位

水
野
イ
ミ
子

�4
秒
��

３
、
小
学
１
年
25
m
男
子
ビ
ー
ト
板
競
争

１
位

矢
内

港
斗
１
分
00
秒
��

小
学
２
年
25
m
男
子
ビ
ー
ト
板
競
争

１
位

石
束

真
琴　
　

��
秒
0�

２
位

鈴
木

一
平　
　

4�
秒
�0

小
学
３
年
25
m
男
子
ビ
ー
ト
板
競
争

１
位

水
野

陽
日
１
分
0�
秒
24

小
学
３
年
25
m
女
子
ビ
ー
ト
板
競
争

１
位

矢
吹

莉
愛　
　

��
秒
��

２
位

小
浜

夢
羅　
　

��
秒
��

３
位

久
保
木
夏
海　
　

��
秒
��

小
学
４
年
25
m
男
子
ビ
ー
ト
板
競
争

１
位

水
野

豪
紀　
　

��
秒
��

２
位

大
竹

春
真　
　

�2
秒
��

小
学
４
年
25
m
女
子
ビ
ー
ト
板
競
争

１
位

石
井

希
歩　
　

�2
秒
2�

４
、
小
学
３
年
女
子
25
m
自
由
形

１
位

矢
吹

莉
愛　
　

2�
秒
�0

�2
月
�0
日
、
古
殿
町
民
水
泳
プ
ー

ル
で
町
民
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
小
・
中
学
生
、
一

般
町
民
約
�0
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、
小
学
２
年
男
子
石
拾
い
競
争

１
位

鈴
木

一
平

��

��
個

２
位

石
束

真
琴

��

９
個

小
学
２
年
女
子
石
拾
い
競
争

１
位

白
川

愛
来

��

24
個

２
、
小
学
３
年
女
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

松
永

美
空��

��
秒
�4

２
位

小
浜

夢
羅���

��
秒
42

３
位

久
保
木
夏
海���

42
秒
44

小
学
４
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

緑
川

大
翔���

��
秒
0�

小
学
５
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

矢
内

裕
斗���
24
秒
��

小
学
６
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

村
岡　
　

凜���

20
秒
2�

小
学
６
年
女
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

久
保
木
愛
海���

��
秒
��

一
般
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

１
位

小
林　
　

章��

��
秒
��

２
位

橋
本

勝
茂���

2�
秒
4�

３
位

渡
辺

武
男���

24
秒
�2�

表彰式の様子

ビート板競争

ฤूݹ��఼ொެຽؗ
ిɹɹ��Ŗ����
̛̖̭ɹ��Ŗ����

㲉 � ͭͷӡಈ㲊

1 .時間を守りましょう

2 .自然を大切にしましょう

3.あいさつをしましょう

ふ  れあいは、
親子で話す明るい家庭

親子話し合い
る ールを守って楽しい生活

生活規律確立
ど んなときでもかけあおう

元気なあいさつ
町民皆あいさつ

の ぞましい子ども育てよ
愛の一声

愛 の 一 声

青少年育成町民会議

第 787 号
（2024 年 2月号）
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２
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２
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秒
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水
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秒
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小
学
５
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m
自
由
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１
位

渡
辺

望
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44
秒
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小
学
６
年
男
子
５０
m
自
由
形

１
位

大
平

慎
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47
秒
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２
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村
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分
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秒
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小
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５０
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形

１
位

佐
川

徠
華���　
　

49
秒
69
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２
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佐
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１
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むかで競争

ボール運び競争

５
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学
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小
学
５
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６
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６
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０
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４
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３
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辺
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沼
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に
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本
勝
茂
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秒
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２
位
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ま
ゆ
り
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ム

〔
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章
、
橋
本
重
子
、
小
澤
英
子
、

本
郷
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子
、
横
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愛
子
］
43
秒
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９
、
小
学
団
体
競
技
1
0
0
m
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レ
ー

１
位

速
い
ぞ
！
６
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生
チ
ー
ム

〔
大
平
慎
人
、
緑
川
陽
心
、
村
岡
凜
、

佐
川
徠
華
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１
分
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秒
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２
位

が
ん
ば
る
４
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生
チ
ー
ム

〔
石
井
希
歩
、芳
賀
尚
紀
、水
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豪
紀
、
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〕  　
　
　
　

１
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３
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５
年
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斗
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晴
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緑
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大
翔
］　　
　
　

  

１
分
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秒
80

一
般
団
体
競
技
1
0
0
m
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ー

１
位

わ
れ
ら
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チ
ー
ム
（
一
般
）

〔
本
郷
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夫
、佐
川
正
徳
、水
野
美
加
、

矢
内
一
夫
〕　　
　
　

  

１
分
34
秒
16

卓球教室閉講式
ྩ �ࣨڭٿͷด͕ࣜߨ �2 ݄ �� ʢ݄ʣʹ ࿑ऀۈ

ମҭηϯλʔͰߦΘΕ·ͨ͠ɻ݄͔̑Β͕ࣨڭ։͞࠵Εখ
ֶ̐ੜ͔Β̒ੜ·Ͱͷஉঁ ͷؒͨࣨڭՃ͠ࢀ໊͕��
ͪͱָ͘͠࿅श͠Λྲྀ͖ͯ͠·ͨ͠ɻࠤެຽ͔ؗΒ
༿͕͋Γ·ͨ͠ɻݴੜऴྃূ͕ख͞ΕɺͶ͗Β͍ͷࣨڭ
ΜͰ͍ͩ͘͞ɻͳ͓ɺདྷ։ྭʹ্ٕज़ମྗޙࠓ

Ճ͍ͩ͘͞ɻࢀ༧ఆͱͳ͓ͬͯΓ·͢ͷͰ͝ߨ 卓球教室閉講式
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ど
う
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
な
い
の
か

   

古
殿
町
立
古
殿
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

  
一
年

平
松

穂
香

私
は
、
自
分
以
外
の
人
に
「
な
ん
で
女
の
子

ら
し
く
で
き
な
い
の
。」
と
か
「
お
ま
え
っ
て

変
だ
ね
。」
な
ど
の
言
葉
を
言
わ
れ
る
と
、
自

分
を
否
定
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
る

で
「
周
り
と
合
わ
せ
ろ
！
」
と
命
令
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。

女
の
子
は
ス
カ
ー
ト
で
、
男
の
子
は
ズ
ボ
ン

と
い
う
よ
う
に
「
当
た
り
前
」
が
自
分
に
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
ス
カ
ー
ト
が
嫌

い
で
、
ズ
ボ
ン
の
方
が
好
き
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
「
僕
は
ズ
ボ
ン
が
嫌
い
で
ス

カ
ー
ト
が
好
き
だ
。」
と
い
う
人
も
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

  

で
も
、
自
分
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
も
「
一

般
的
に
は
…
…
」
と
か
「
あ
な
た
は
女
の
子
で

し
ょ
」
や
「
男
の
子
で
し
ょ
」
な
ど
の
周
り
か

ら
の
決
め
つ
け
や
固
定
概
念
が
あ
り
、
自
分
を

主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
傷
つ
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
親
で
あ
っ
て
も
、
友
達

同
士
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
言
葉
は
人
を
カ

ン
タ
ン
に
苦
し
め
、
追
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
身
内

か
ら
の
否
定
な
ど
は
、
た
っ
た
一
言
言
葉
を
ま

ち
が
え
た
だ
け
で
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
追
い
込
ん

で
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

大
人
が
言
う
「
自
分
ら
し
く
生
き
な
さ
い
。」

は
、「
自
分
」
が
物
事
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

「
他
人
」
が
物
事
を
決
め
つ
け
て
い
る
よ
う
に

聞
こ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
ら
し
く
生

き
よ
う
と
す
れ
ば
周
り
か
ら
ア
レ
コ
レ
言
わ

れ
、
他
人
に
合
わ
せ
れ
ば
、
自
分
の
考
え
を
殺

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

　
　

  

古
殿
町
立
古
殿
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
年

溝
井
心
優

最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
S
D
G
s
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
何
気
な
く
耳
に
し
て

い
た
言
葉
で
す
が
、
調
べ
て
み
る
と
と
て
も
興

味
が
わ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
に
は
一
体
な

に
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
ゴ
ミ
問
題
に
着
目

し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
福
島
県
は
一
人
一
日
あ
た
り
の
ゴ

ミ
の
排
出
量
が
全
国
で
第
二
位
と
い
う
驚
く

べ
き
結
果
で
し
た
。
一
位
は
富
山
県
、
三
位
は

新
潟
県
と
自
然
豊
か
な
県
の
名
前
ば
か
り
で
し

た
。
私
は
人
口
の
多
い
都
会
の
ほ
う
が
ゴ
ミ
の

排
出
量
が
多
い
と
予
想
し
て
い
た
の
で
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
な
ぜ
福
島
県
が
ゴ
ミ
の
排
出
量
が

多
い
の
か
を
調
べ
、
考
え
ま
し
た
。
福
島
県
で

は
、「
生
ゴ
ミ
」
の
排
出
量
が
と
て
も
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
食
べ
残
し
や
調
理
く
ず
、

賞
味
期
限
切
れ
の
食
材
な
ど
、
台
所
か
ら
出

る
「
生
ゴ
ミ
」
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
た
次
の
年
に
お
き

た
東
日
本
大
震
災
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
た
ち
福
島
県
人
は
、
あ
の
大
震
災

を
経
験
し
た
こ
と
で
、
日
常
か
ら
危
機
意
識
が

高
ま
り
、「
も
し
か
し
た
ら
」「
万
が
一
の
た
め

に
」
と
必
要
以
上
の
食
品
を
買
う
習
慣
が
身
に

つ
い
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
食
品
ゴ
ミ
を
増

や
す
原
因
の
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
食
品
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
食
品
を
必
要
以
上
に
買
わ
な
い
こ

と
、
食
べ
き
れ
な
い
量
を
作
ら
な
い
こ
と
、
消

費
期
限
や
賞
味
期
限
内
に
食
品
を
使
い
切
る
こ

と
が
、
と
て
も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
年
の
主
張
②し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
私
た
ち
は
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

  

学
校
で
は
、「
み
ん
な
」
と
同
じ
事
を
す
る
の

が
当
た
り
前
で
、
ず
っ
と
「
み
ん
な
」
が
つ
き

ま
と
う
の
で
す
。「
ど
う
し
て｢

み
ん
な｣

と

同
じ
で
は
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
」
と

考
え
、
一
人
だ
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
、
学
校
に

来
て
い
な
け
れ
ば
、「
か
わ
い
そ
う
な
の
か
な
」

「
変
な
の
か
な
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

  

私
は
、
自
分
で
決
め
た
こ
と
だ
っ
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。「
あ
の
子
が
」
で
は
な
く
て
、「
み

ん
な
が
」
で
も
な
く
、「
自
分
が
」
と
い
う
見

方
や
考
え
方
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他

の
人
の
行
動
に
合
わ
せ
た
り
様
子
を
見
た
り
す

る
の
で
は
な
く
て
、
自
分
を
見
つ
め
て
生
き
ら

れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
私
は
、

「
他
の
人
に
合
わ
せ
た
生
き
方
」
で
は
な
く
、「
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
る
」
と
自
信
を
持
っ
て
人

生
を
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
決
め

つ
け
や
固
定
概
念
が
優
先
さ
れ
な
い
、
多
様
な

見
方
や
考
え
方
で
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
認
め
ら

れ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。   

私
は
、
食
べ
る
こ
と
に
不
自
由
な
く
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
美
味
し
い
も
の
を
心
ゆ
く
ま

で
食
べ
、
嫌
い
な
も
の
は
食
べ
ず
に
捨
て
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
意
識
も
せ
ず
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
身
の
ま
わ
り
で
は
、
こ
の
よ

う
な
生
活
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
起
き
て
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
「
食
品
ロ
ス
」
を
減

ら
そ
う
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
目
に
と
ま
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
生
ゴ
ミ
」
を
ゴ
ミ

と
は
せ
ず
に
、
畑
の
た
い
肥
と
し
て
再
利
用
す

る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
耳
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
家
庭
菜
園

を
す
る
人
が
多
く
な
り
、「
生
ゴ
ミ
」
を
再
利

用
す
る
と
い
う
動
き
が
起
き
た
か
ら
だ
そ
う
で

す
。私

は
中
学
生
で
す
。「
S
D
G
s
」
へ
の
取

り
組
み
で
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
、
私
に
で
き
る
家

庭
で
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
大
切
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

き
っ
と
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
地
球
に
住
み
続

け
、
環
境
問
題
の
改
善
や
解
決
を
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
か
ら
で
す
。  
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未
来
の
た
め
に
、
僕
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
　

  
古
殿
町
立
古
殿
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

二
年

小
濵

聖
波  

皆
さ
ん
は
、
S
D
G
s
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
理
解
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
達
成
す
る
た
め

に
、
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
あ
る
の
か
、

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

僕
は
、
S
D
G
s
に
つ
い
て
、
多
少
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
で
日
本

の
S
D
G
s
達
成
率
は
、
世
界
で
十
九
位
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
僕
は
、日
本
が
も
っ

と
上
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
更
に
一
位
か
ら
十
位
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し

た
。そ

こ
で
僕
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ど
の
よ
う
な
点
が
違
う
の
か
、
調
べ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

S
D
G
s
の
中
で
、
日
本
が
特
に
深
刻
な
課

題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
項
目
は
五
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
今
回
僕
が
着
目
し
た
の
が
、

「
気
候
変
動
対
策
」
に
つ
い
て
で
す
。
地
球
温

暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
に
よ
り
起
こ
る
た

め
、
科
学
燃
料
の
燃
焼
や
セ
メ
ン
ト
製
造
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
い
日
本
は
、
低
評

価
で
し
た
。
じ
わ
じ
わ
と
進
行
す
る
地
球
温
暖

化
を
食
い
止
め
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

で
は
、
様
々
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
ミ
処
理
の
仕
方
で
す
。
ゴ
ミ

の
削
減
と
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に
向
け
て
、

ゴ
ミ
の
分
別
を
百
種
類
に
分
け
、
家
庭
ゴ
ミ
の

九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
リ
サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ミ
発

電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
使
用
し
た
容
器
を
入
れ
る
と
お
金

動
物
愛
護
法
の
両
生
類
と
魚
類
の
適
用  

　
　

  

古
殿
町
立
古
殿
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

二
年

荒
井

快
斗   

皆
さ
ん
は
、『
動
物
愛
護
法
』
と
い
う
法
律

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
議
員
立
法

で
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
罰
則
は
、
五
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
愛
護
動
物
を
虐
待
、
遺
棄

し
た
者
は
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

い
ま
、
哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
が
愛
護
動

物
と
し
て
、
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え

る
と
、
い
ま
の
三
種
類
以
外
は
、
対
象
外
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
家
で
飼
育
し
て
い
る
熱
帯
魚
、

イ
モ
リ
や
カ
エ
ル
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
が
対
象

外
に
な
り
、
飼
育
下
で
も
野
生
で
も
適
応
さ
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
他
の
人
の
飼
育
や
所
有
し
て
い
る

動
物
に
は
、
器
物
損
壊
罪
や
損
害
賠
償
責
任

な
ど
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
他
人
が
飼

育
し
て
い
た
場
合
に
発
生
す
る
法
律
で
、
自
分

に
こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
動
物
愛
護
法
に
よ
る
虐
待
の
定
義
は
、

暴
力
を
振
る
う
こ
と
や
世
話
を
し
な
い
こ
と
が

該
当
し
ま
す
。

し
か
し
、
犯
罪
に
な
ら
な
い
と
い
っ
て
も
虐

待
を
し
て
良
い
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ハ
エ
や
カ

エ
ル
、
魚
や
ト
ン
ボ
も
生
き
と
し
生
け
る
も
の
。

が
戻
っ
て
く
る
デ
ジ
ポ
ッ
ト
制
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
回
収
施
設
を
充
実
さ
せ
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
対
し
て
徹
底
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
ゴ
ミ
発
電
を
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
発
電
量
が
不
安
定
だ
っ
た
り
、
ゴ
ミ

の
分
別
が
不
十
分
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有

害
物
質
が
発
生
し
た
り
す
る
た
め
、
あ
ま
り
普

及
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
僕
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
も
っ
と
ゴ
ミ
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

意
識
す
れ
ば
、
ゴ
ミ
の
削
減
と
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ
ミ
は
毎
日
出
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
に
変
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
最

高
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

今
回
調
べ
て
み
て
、
も
う
一
つ
気
付
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
S
D
G
s

を
達
成
す
る
と
、
他
の
S
D
G
s
の
達
成
に

も
関
与
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ゴ
ミ
発
電
は
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
供
給
で
き
、
働
く
場

所
の
確
保
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
し
て
は
、『
作
る
責
任
、
使
う
責
任
』
に

も
関
与
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
S
D
G
s

の
項
目
は
、
密
接
に
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
を
達
成
す
る
こ
と
で
僕
た
ち
の
未
来
を
明
る

く
し
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

こ
の
現
代
の
便
利
な
生
活
の
代
償
は
、
じ
わ

じ
わ
と
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
食
い
止

め
る
の
は
、
僕
た
ち
若
い
世
代
の
役
目
で
す
。

言
葉
が
通
じ
な
い
、
見
た
目
が
気
持
ち
悪
い
、

害
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
目
の
前
に
い
る
生

き
物
が
あ
な
た
に
何
か
し
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
い
ま
動
物
ア
イ
ゴ
法

に
適
用
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
両
生
類
や
魚
類
な
ど
を
適
用
す
る

と
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
か
ら
ず

で
て
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
虐
待

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

続
い
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
法
律
の
基
準
が

高
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
虫
を
踏
ん
だ
ら
逮

捕
、
魚
釣
り
を
し
た
ら
逮
捕
な
ど
と
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
法
と
し
て
、
法
律
が
適
用
さ
れ
る
類
数

を
限
定
し
た
り
、
適
用
さ
れ
る
場
所
を
決
め
た

り
す
る
な
ど
、
法
律
の
基
準
を
下
げ
る
こ
と
を

考
え
ま
し
た
。

た
だ
こ
ん
な
こ
と
を
決
め
る
ぐ
ら
い
な
ら
、

虐
待
な
ん
か
せ
ず
に
、
ペ
ッ
ト
と
仲
良
く
過
ご

し
た
方
が
圧
倒
的
に
平
和
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

最
後
に
私
の
意
見
文
を
聞
い
て
い
る
方
へ
、

あ
な
た
は
今
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
と
し
ま

す
。
あ
な
た
に
は
、
仕
事
や
友
達
な
ど
色
々
と

あ
り
ま
す
。
で
も
、
ペ
ッ
ト
に
は
、
あ
な
た
し

か
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
、
あ
な
た
は
一

番
に
何
を
優
先
し
ま
す
か
。

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
積
極
的
に
行
動
し
、

社
会
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
僕
た
ち
の

未
来
、
地
球
の
未
来
は
、
僕
た
ち
に
し
か
守
れ

な
い
の
で
す
か
ら
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
）

15 14館報 2024.２.１



11 月 22 日（水）に大熊町で『地域の担い手・文化彩』が行われました。これは福島県内の地域お
こし協力隊が一堂に会し、各自治体の名産品や各隊員の活動を紹介し合うイベントです。昨年度は石
川町での開催で、感染症対策の制限があったため参加できたのは関係者のみでしたが、今年度は一般
公開され、平日にも関わらず大賑わいの１日となりました。

昨年度の古殿町は見学者としての参加でしたが、今年度は古殿町地域おこし協力隊としてブースを
出展し、古殿町の特産品を販売したり各々の活動を紹介したりと他地域の協力隊と交流を深めました。

“地域おこし”というと、観光促進や農業支援などイメージされることが多いのですが、最近はスポー
ツ推進活動や伝統的な漁業資源の活用など自治体によって様々な分野の隊員がいます。当日は私やエ
ンジェル先生のような教育関連の協力隊員もまだ珍しいため、他の地域の隊員からたくさん声をかけ
て頂きました。

今回は震災後初めて大熊町に訪れたことも私にとって特別な経験になりました。休憩時間に隣接す
る雑貨屋さんにふらっと立ち寄ると、「3 年ぐらい会津地方に避難していて、会津の冬は寒くて大変だっ
たよ（笑）」などと店主の方のお話を聞くことができました。私自身高校時代もクラスに何人か避難
していた同級生がいたので、当時を懐かしく思い出しました。大熊町の震災前の人口は約 1 万人でし
たが、現在は約 1000 人ほどだそうです。しかし、こども園～中学 3 年間までを担う学び舎『ゆめの森』
が創立されると、そのユニークな新校舎の造りとのびのびとした教育理念が魅力となり、県外からの
移住者が増えているそうです。今回はゆっくり立ち寄ることができなかったので、今度ぜひ見学した
いと思います。

vol.34－ 地域おこし協力隊通信（土屋） －

地域の担い手・文化彩 in 大熊町

新年あけましておめでとうございます。2023 年もあっという間でした。昨年の夏は残暑が 11 月ま
で続いた異例の１年でしたが、それが嘘のように雪がしっかり降る冬となりました。3 学期を迎えた児
童達は冬休みを大いに楽しんだ様子で、下学年は冬の寒さを吹き飛ばす勢いで元気が良く、上学年はキ
リリとまた一段と頼りがいのある雰囲気になった気がします。

2023 年を振り返ると、感染症対策が一段落し、いろいろな
ところへ出かけられた１年だったと感じます。特に印象深かっ
たのは、古殿町へ来て初めて流鏑馬を見られたことです。目の
前を全速力で駆ける馬は、力強くてとてもかっこよかったです。

2024 年は健康に気をつけて、子ども達に負けない元気いっ
ぱいの１年にしたいです。本年もどうぞよろしくお願い致しま
す。

2024 年スタート！！

▲古殿町のブースはこんな感じ ▲常磐の海の幸いただきます ▲活動紹介パネル

▲スタート地点に戻って来る様子
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今年もフルドノタイムの開催に向けて活動していま
す。昨年 12 月には、プログラムの案内人として参加さ
れる方との顔合わせ会を行いました。初めて参加され
る方にもお集まりいただき、どんなことをしようかな
とみんなでプログラムを考えていると、居合わせた人
たちのアイデアも合わさって新しいプログラムが続々
と生まれていきました！案内人さん同士のコラボレー
ション企画やチャレンジングな企画もあり、パンフレッ
トの編集作業をしているだけでもワクワクしています。
イベントの開催は、４月６日（土）から５月 12 日（日）
までの約 1 ヵ月間。2 月中に公式パンフレットや WEB サイトも公開予定ですが、一足先に Instagram ( ア
カウント ID ＠ furudonotime) が更新されますので、ぜひそちらもチェックをしてみてください！
　昨年も事務局として多くのプログラムを回りながら普段はなかなかできない体験に、古殿の魅力を堪能
させていただきました。また案内人としても草木染めとウォーキングの企画をしたことから、町内の方や
他地域の方にもお声がけいただくことが増え、その後の活動の幅を広げることができました。フルドノタ
イムは体験される方や案内人の方にとって、新たなコミュニケーションの場です。新しい出会いや魅力の
再発見に繋がり、そこから何かが生まれ、古殿暮らしがもっと楽しくなるきっかけになりますように。

vol.16－ 地域おこし協力隊通信（エンジェル） －

12 月 25 日（月）、クラノバで未就学児・小学生対象のクリスマス会を開催し８名の子供たちが参加し
ました。地域おこし協力隊の土屋さん、クラノバの増成さんと協力して、子供たちに海外のクリスマス
の伝統を体験してもらいました。

子供たちは、イギリス、ドイツ、アメリカなどの西側諸国で人気のあるクリスマスの伝統であるジン
ジャーブレッドマンクッキー作りやフィリピンのクリスマスパーティーで行われる人気のゲームをしま
した。ゲームは５歳の子供たちには難しいだろうと思っていました
が、とても楽しんでいました。ある子は「また遊びたい」とまで言
いました。パーティーのみんなのお楽しみはプレゼント交換でした。
子供たちには 500 円分のプレゼントを持ってきてもらいました。土
屋さんと私もプレゼント交換に参加しました。プレゼントを受け取っ
た６年生の児童が私のところに来て、英語で「エンジェル先生、あ
りがとう。」と言いました。正直、プレゼントを選ぶのに時間と労力
を費やしたので、プレゼントを受け取る子供が喜んでいて、とても
安心し幸せになりました。

少し疲れましたが、子供たち
の笑顔と楽しそうな姿を見て胸
がいっぱいになりました。子供
たちの保護者の方々の支援に感
謝しています。次のクリスマス
会はもっとたくさんの子供たち
が参加してくれると嬉しいです。

クリスマス会開催

▲クッキー作り！

vol.25－ 地域おこし協力隊通信（吉田） －

フルドノタイム 2024 開催に向けて！

▲案内人のみなさんと！

▲ジンジャーブレッドマンのクッキーはおいしい！

▲トナカイに鼻をつける！（福笑い）
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みんなで健康づくり
チャレンジ！

コラム
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【問い合わせ先】　古殿町健康管理センター　☎ 53-4038
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12 月 21 日（木）、ふるどのこども園でクリスマス会が行われました。
　今年は、組ごとにクリスマス会の開催となりました。サンタさんが訪れると園児たちは大興奮の様
子でした。
　サンタさんからひとりひとりにプレゼントが手渡されると園児たちはとても喜んでいました。また、
園児からサンタさんへ手紙やプレゼントを贈り感謝の感謝の気持ちを伝えました。

ふるどのこども園クリスマス会

　遊里工房（大久田字石神）において、毎年、しめ縄づくりの活動をされています。
　令和５年度は、12 月４日（月）～８日（金）にかけて 20 本のしめ縄を作成しています。
　スゲ草を干したものを、ねじりながら編んでいき、最後に、飛び出ている藁先と、結び目の端を
きれいにカットしたら完成です。一見難しいと思われるしめ縄づくりですが、初心者でもきれいに
作れます。毎年、12 月初旬から中旬にかけて作成しています。また、通年において、木工工房の活
動をしています。
　興味のある方は、【遊里工房 代表 吉住利一 ☎ 53-3353
　　　　　　　　　  又は事務局 小玉眞一郎 ☎ 53-2562】までご連絡ください。

お正月の「しめ縄」作成

▲ しめ縄づくりの様子

▲ プレゼントに喜ぶ園児

▲完成したしめ縄

▲園児から感謝のプレゼント

「
コ
コ
ア
」
で
す
。

よ
ろ
し
く
ね
！

お知らせしたいことや学校での出来事、自慢のペットや
趣味など何でもお寄せください。みなさんにご紹介します。

ひろばは皆さんが
参加するページです
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今月の献立 ガドガド風サラダ

❶ ް༲͛৯͍֯͢ΓɺΩϟϕπʹΜ͡Μ৯
͍͢େ͖͞ʹΔɻ

❷ ཛݻΏͰ͠ɺ৯͍͢େ͖͞ʹΔɻ
❸ ް༲͛౬Λ͔͚ͯ༉ൈ͖͠ɺΊΜͭΏͰ１̌�
ఔࣽΔɻ

❹ ࡊΛ͓Έͷ͔ͨ͞ʹᣐͰΔɻ
❺ ❸ͱ❹ΛߜΓɺϐʔφοπ͑ͷૉͰ͑Δɻ
˞Ԙ͕ؾʹͳΔํɺް༲͛Λ༉ൈ͖͢Δ͚ͩͰྑ͍Ͱ͢ʂ

作 り 方

１人分の栄養価…148kcal　 
たんぱく質 9.0ｇ　カルシウム 103mg　食塩相当量 0.2ｇ

ɹΠϯυωγΞྉཧΛ৯͍͢Α͏ʹຊ෩ʹ
ͨ͠αϥμͰ͢ɻް ༲͛౾ͱൺ࣭ͯࢷ͘ߴ
ͳΓ·͕͢ɺͨ Μͺ࣭͘ɾΧϧγϜɾమΛଟؚ͘
Έ·͢ɻް ༲͛Λ׆༻͢Δ͜ͱͰ৯Ԡ͕͑͋Γɺ
ංຬ༧ʹͳΔϘϦϡʔϛʔαϥμͰ͢ɻ;ΔͲ
ͷ͜ͲԂͷཱݙʹొ͢Δαϥμͱͳ͍ͬͯ
·͢ɻࢠͲ͔Βେਓ·Ͱָ͠Ί·͢ͷͰ͓͘͠ࢼ
͍ͩ͞ʂ

材　料（４人分）

厚揚げ………………………… 120ｇ　　
卵………………………………… 80g
にんじん ………………………… 65g
キャベツ………………………… 80g
もやし…………………………… 40g
ピーナッツ和えの素 ………………１P
（めんつゆ　適宜）

①お子さんはどんな遊びが好きですか？
②お子さんの好きな食べ物は何ですか？
③むし歯にならないよう心がけていることは何ですか？
④お子さんにひとことお願いします！！

① 滑り台、乗用おもちゃ、砂あそび
② ラーメン、ハンバーグ、ぶどう、ゼリー、いちご
③ 仕上げ磨きをする
④ 自分で楽しみを見つけて、のびのびと育ってください。

中井　七
な な

菜ちゃん
ʢอऀޢɿ߂ඒ͞Μʣ
؏ཱࣈொ

( こども園栄養士　柳沼 彩香）
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北海道・三陸沖で想定されている
巨大地震や津波に備えましょう

日本海溝・千島海溝沿いでは過去に巨大地震が繰り返し発生しており、大きな地震の後に、さらに大きな
地震が発生した事例もあります。（2011 年 3 月 11 日に発生した M（マグニチュード）9.0 の東日本大震
災の時には、2 日前の 3 月 9 日に M7.3 の地震が発生していました。） 
大きな地震が発生すると、それに続く次の地震「後発 ( こうはつ ) 地震 ( じしん )」の発生可能性が、平時

より高まると考えられます。このため、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域で M7.0 以上の地
震が発生した場合に、気象庁から「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が発表され、注意が呼びかけられます。 
地震や津波は、備えることで被害を減らすことができます。「後発地震」が必ず発生するとは限りませんが、

この情報を見聞きしたら、地震への備えの再確認とすぐに避難できる準備をお願いします。 
また、地震は突発的に発生することの方が多いので、日頃から家具等の固定や避難場所・避難経路の確認

等を行い、地震に備えておきましょう。（内閣府・気象庁）
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町　の　人　口
住民基本台帳人口

�2݄��ࡏݱʢલ ൺ݄ʣ
世帯数 ��4� ੈଳʢçç̌ʣ

人　口 4��� ਓʢ�ô ̑ʣ

男 2�04 ਓʢ�ô ̓ʣ

女 2��� ਓʢ�ò ２ʣ

役場の電話番号
0247-53-3111（代表）

FAX ５３-３１５４
FAX ５３-４５１１
ホームページ
https://www.town.furudono.fukushima.jp/
E メール
info@town.furudono.fukushima.jp

●総　務　課 ５３-４６１１
　　  〃 ５７-８７７８
●地域整備課 ５３-４６１２
　　  〃 ５３-４６１５
●産業振興課 ５３-４６１３
　　  〃 ５３-４６２０
●農業委員会 ５３-４６１４
●健康福祉課 ５３-４６１６
●住民税務課 ５３-４６１７
　　  〃 ５３-４６１８
●出　納　室 ５３-４６１９
●議会事務局 ５３-４６２１
●教育委員会 ５３-３６５５
●公　民　館 ５３-２３０５
●ふるどのこども園 ５７-５７３６
●健康管理センター ５３-４０３８

　おふくろの駅 ５３-４０７０
　ふるどの荘 ３２-１１８０
　社会福祉協議会 ５３-４３９４
　古殿小学校 ５３-２０４９
　古殿中学校 ５３-３１３５

●福島いのちの電話●
悩み苦しみ、助けを求めている方々に寄り添い、支えになることを目的に「福島いのちの電話」は 1996 年 5 月

18 日に設立され、翌年の 9 月 1 日に全国 43 番目のセンターとして電話相談を開局（☎ 024-536-4343）しました。
ひとりで悩まずご相談ください。

お知らせ

福島県の最低賃金
地域別最低賃金 福島県内で働くすべての労働者とその使用者に適用されます。

（「特定最低賃金」が適用される労働者を除く。）

○次に掲げる者は除かれますが、福島県最低賃金（900円）が適用されます。
①18歳未満又は65歳以上の者 ②雇入れ後３月未満の者であって、技能習得中のもの
③清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者
※電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業特定最低賃金
（880円）は、令和５年度に改正されないため、この金額を上回る福島県最低賃金900円が
適用されます。

【相談、問い合わせ先】福島労働局賃金室 ☎０２４－５３６－４６０４ 又は各労働基準監督署へ

介護福祉士養成科の訓練生募集について
　テクノアカデミー郡山では、ハローワークに求職の申込みをし、受講あっせんを受け
られる方を対象として、国家資格「介護福祉士」の取得と介護福祉業界での正社員就
職を目指すことを目的とした２年間の教育訓練を委託により実施します。

【募集コース】  介護福祉士養成科
【訓練期間】  令和６年４月から令和８年３月（２年間）
【訓練会場】  県内の介護福祉士養成施設
【受 講 料】  受講料は無料です。※テキスト代や保険代等は、個人負担となります。
【募集期間】  １月11日（木）から２月 29 日（木）
【選 考 日】  ３月１１日（月）
【そ の 他】  申込み、選考内容については、問い合わせ先にて御確認ください。
なお、新規学卒（受講申込時点で学校卒業後１年未満）で未就職者の方は応募対象になりません。

【問い合わせ先】〒963-8816 福島県郡山市上野山５番地
福島県立テクノアカデミー郡山教務課委託訓練担当  ☎０２４－９４４－１６６３　ＦＡＸ０２４－９４３－７９８５

　須賀川税務署からのお知らせです。
 〇所得税等の確定申告は、スマホ×マイナンバーカードでの e-TAX が便利！
 国税庁 HP から 24 時間利用でき、ｅ-Tax で送信できます。
操作方法など動画でも確認できます。是非一度ご覧下さい。
〇所得税等の確定申告書の作成会場

【作成会場】須賀川市労働福祉会館
　　　　　（駐車場狭隘のため、公共交通機関をご利用ください。）

【開設期間】 ２月16日（金）〜３月15日（金）※土日祝日を除く
【開設時間】９時〜１６時
※来場者がスマホ等を操作して作成します。
※入場には整理券が必要です。LINE（国税庁をお友達登録）による事前発行と当日
の会場配付があります。配付状況によって後日の来場をお願いすることもあります。
※期間中は税務署に申告書作成会場は設けません。
〇申告の各種情報は、国税庁ＨＰで検索

所得税等の確定申告について

▶︎

国税庁

福島県最低賃金
最低賃金（時間額） 効力発生年月日

900 円 令和 5 年 10 月 1 日
特定最低賃金　福島県内で次の業種に該当する事業場で働く労働者に適用されます。

業　種 最低賃金額（時間額） 効力発生年月日
自動車小売業（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む）
を除く） 960 円 令和５年 12 月２日
非鉄金属製造業 945 円 令和５年 12 月 20 日
輸送用機械器具製造業 954 円 令和５年 12 月 28 日
計量器・測定器・分析機器・試験器・測量械機器具・理
化学機械器具、時計・同部品、眼鏡製造業 928 円 令和５年１月 12 日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通
信機械器具製造業（医療用計測器製造業（心電計製造業
を除く）を除く）

   900 円※ 令和５年 10 月１日

òô
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 介護助手を募集しています！
　古殿町の高齢者施設では、福祉資格や経験が不要の「介護助手」を募集しています。直接的な
介護業務ではなく、清掃や配膳・下膳など、介護の周辺業務を行います。ご自身のライフスタイル
に合わせて無理なく働いてみませんか？ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】福島県福祉人材センター　☎０２４－５２１－５６６２

分 譲 地 名 ： フォレストタウン上町
所 在 地 ： 石川郡古殿町大字竹貫字上町地内（旧古殿保育所跡地）
販 売 区 画 数 ： ６ 区画
販 売 価 格 ： 3,758,280 〜 3,881,400 円
販 売 受 付 ： 随時受付中

※午前８時 30 分〜午後５時 15 分まで（年末年始、土日祝日を除く）
販 売 担 当 ： 古殿町役場　総務課　企画推進係（☎ 0247-53-4611）

宅 地 分 譲 中 ‼
古殿町では、町が保有する宅地の分譲を
下記内容により行っています。
ご希望される方は販売担当までご連絡下さい。

ホ ー ム ペ ー ジ

●ひきこもりについて悩まず相談ください●
「ひきこもり」は、様々な要因がいくつも複雑に絡み合っている場合があり、自分たちだけで何と

かしようと思うと、不安も心労も増えていきます。「ひきこもり」の長期化を防ぐためにも、早めに
相談ください。（健康福祉課 ☎ 53 － 4616）また県でも、「福島県ひきこもり相談支援センター」
（☎ 024 － 573 － 0866）を設置していますので、悩まず相談ください。相談は秘密厳守で行います。 ひきこもり相談支援センター

平
ひらまつ

松 叶
と あ

彩ちゃん
େࣈాٱӽ

ʢ༸ত͞Μɺ͞ܙΜʣ

竹
たかぬき

貫　  凜
りん

  ちゃん
ฏྠޒࣈ্ࢁ

ʢढ़ӳ͞Μɺຑ͞لΜʣ

こんにちは赤ちゃん

パスワード：furudono SSID：FurudonoFreeWi-Fi

古殿町公式 SNSをご活用ください！

なお、町施設で Wi-Fi（公衆無線 LAN）も利用できます。併せてご活用ください。
施設：❶古殿町役場、❷古殿町健康管理センター、❸古殿町公民館、
　　　❹古殿町民体育館（やぶさめアリーナ）、❺女性若者等活動促進施設
　　　❻古殿中学校体育館、❼ふるどのこども園　❽大綱庵

町では、観光、イベント、やぶさめくんの出演イベントの情報などを下記のＳＮＳ
にてお届けしています、各種 SNS で「古殿町」と検索しご覧ください。
SNS：

ぜひ
使ってね

❹ Instagram❸ X( 旧 Twitter）❷ Facebook　❶ LINE

12 月届出分

おくやみ申し上げます
ɹɹ໊ࢯ ྸ ॅɹɹॴ

Ӭ প ষ Μ͞ࢠ �� ח ా ࣈ  ޫ 
ɹ୩ɹय़ ͞Μ �� େ ٱ ా ࣈ ੴ ਆ
 ా ޫ Μ͞ࢠ ��  ؏ ࣈ  ϊ 
େ ָ ཁ ٢͞Μ �� ח ా ࣈ ୌ
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28 29 30 31 1 2 3
和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

4 5 6 7 8 9 10
図書館開館日

（10:00〜16:00）

㊩とりごえ整形外科
クリニック（石川町）
☎ 26-5050

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター
３か月児健診・脱臼検診

（13:00 〜）
…石川町保健センター

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

11 12 13 14 15 16 17
建国記念の日
図書館開館日

（10:00〜16:00）

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

振替休日

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

18 19 20 21 22 23 24
図書館開館日

（10:00〜16:00）

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター

乳児相談（9:30 〜）
こども歯科クリニック
1歳6か月児・3歳児健診

（13:０0 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター
離乳食教室

（９:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

天皇誕生日

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

25 26 27 28 29 1 2
図書館開館日

（10:00〜16:00）

㊩角田内科医院
　（浅川町）
☎ 36-2067

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター
オレンジカフェ

（9:30 〜11:30）
…コスモス荘
〈納税日〉
国民健康保険税（８期）
固定資産税（４期）

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00 〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

編集・発行／古殿町役場総務課
〒 963-8304　福島県石川郡古殿町大字松川字新桑原 31　TEL 0247-53-3111　FAX 0247-53-3154　印刷／北日本印刷㈱
古殿町ホームページ　https://www.town.furudono.fukushima.jp/
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※㊩は休日当番医です。

ふるどのこども園クリスマス会（12 月 21 日）

ɹ۠ɹ໊ɹDistrict name 燃えるごみ Burnable garbage

શɹɹ۠ɹ�All districts ຖिՐɾ༵ۚ Every Tuesday and Friday

ɹ۠ɹ໊
District name

資源ごみ
Recyclable garbage

燃えないごみ
Non-burnable garbage

A
地
区

ઋ�ੴɺాחɺాޱ
Sengoku　  Kamata　 Taguchi

�؏ɺ্�দ�ɺԼ��দ��
Takanuki　 Kamimatsukawa Shimomatsukawa

�   Thursday

22   Thursday

�   Thursday

��   Thursday

2�   Thursday

B
地
区

Լ্��ࢁ��ɺ্্��ࢁ��ɺ
Shimoyamakami　  Kamiyamakami

ాɺେాٱ
Ronden　　　Oguta

�   Thursday

��   Thursday

2�   Thursday

�   Thursday

22   Thursday
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